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　1. The temperate ecotone is the transitional zone between the ヽwarm temperate and the cool
temperate zone.　This ecotone in Shikoku is to be regarded as the intervening region between
the】ower limit of Ｆａｇｕｓｃｒｅｎａtａnd the upper limit of Ｃｙｄ砧ａｌａｎｏｐｓiｓａｃｕtａor C.ｓａｌｉｃｉｎａ，
ranging from ，800－ 900m to 1100 － 1200m above sｅａ･level.
　2. The climatic climaxes in the temperate　ecotone of Shikoku are forests dominated by
Abieｓ fiｒｍａ，　Ｔｓｕｇａｓieboはａ，ｏｉＣり1）£ｏｍｅｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ．belonging to the Ｔｓｕｇｉｏｎｓieboは祗
Although these coniferous trees are widely distributed in the temperate zone, forests in the
ecotone are usually lacking in such warm temperate elemｅｎｔｓ ａｓ　Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓｃ１４ゆｉｄａは
(including var. .sieboldii)，　Ｃｙclobal・ｌｏｐｘiｓｇｌａｕｃａ，　ａnd Ｃ１りｅｒａｉａｐｏｎｉｃａ(cf.Table 1). The
Ｔｓｕｇａ　ｓieboldiiforest accompanied by Ｃｈａｍａｅりｐａｒｔｓ.　obｔｕｓais often found as an edaphic
climax which is not included in　the Ｔｓｕｇｉｏｉｉ　＼ｓid｝ｏはii.　Suchdeciduous　trees as
Ｑｉｉｅｒｃｕｓ
serrata and Ｃａｓtａｎｅａｃｒｅｎａtａdominate in seco卜dary forests, and the Ｃａｓtａｎｅｉｏｎｃ?？ｎａtａ,ｅ＼ｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉnot recognized as ａ climatic climax in Shikoku.
　3. The Ｔｓ征が071 ｓieboldii　in Shikoku　includes　three associations. The　1111cietｏ-Ahieiｕｍ.
tends t０ occur on sunny slopes and may be regarded as' the I. -A.ｃｙclobal皿砂ｓ這ｅtｏｓimi
differentiated by characteristic species of the ＳｈｉｉｏｎｓiAoldii.The Ｃａｒｉｃｅtｏ･Ｔｓｕｆｆｅtｗｎusually
occupies rather humid places along streams or on northward slopes. Thｅ ｈｉｄｅｒｅtｏ-Ｃｒｙｐtｏｎｉｅｒietｕm
is found in the south-eastern part of Shikoku and may be comparable to the Ulicietｏ-Ahietｕｍ
in other districts.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　え　　が　　き
　中間温帯(temperate ecotone)は，暖温帯（暖帯）から冷温帯（温帯）への推移帯で，従未開帯
または中間帯ともよばれてきた地域である（鈴木1962).最初田中(1887)の認めたこの森林帯は，
のちに本多(1912)がいちおう否定したかたちとなったか，最近はこれを認める者が多い．西南日
本ではこの帯にモミやツガが多く，モミ帯・モミーツガ帯という言葉がよく使われ，鈴木(1952) .
のツガ群団か気候的極盛相である．しかし吉良(1949)はこれに暖帯落葉樹林帯の名を与･え，群落
学的にはこの帯において中野(1942)のクリ群団を支持する立場をとっている.
，日本の森林帯の研究のなかで，温量指数にもとづく吉良のとりあつかいは高く評価すべきものゼ
あり，これでも明らかにされたように，冬の寒さがきびしい中部地方以北と冬が比悛的温和な四国
・九州などとでは，おなじ,く中間温帯とはいえ，森林の環境と組成にはかなりの違いが見られる．
そのため上に述べたような問題は単なる見解の相違とは考えられず，森林帯の名称としていちがい
にクリ帯を抹消し，またはモミ帯あるいはモミーツガ帯を否定することもできない．また群落学的
にはクリ群団の名称を極盛相林として=は中部地方以北でモミ・ツガを伴わない落葉樹林に残して．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
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ツガ群団とは別のものとすべきであるという考え方か生れるｄと=･は考慮しておく必要かある．
　四国地方の場合も中間温帯かしばしば論議の対象と心り＼（野本1953.山中1956, 1961),この帯
を欠くとか不明瞭であるという見方もあったか，現在懲は少くとも推移帯としてその存在を否定す
ることはできない．しかし問題はすべて解決している,とはいえず，また今後に残されていることも
多いが，ここでは私か四国地方の森林植生の研究によう七得られた既報の結果（山中1956. 1961,
1963)をもとにして，一部新しい資料をも加え，四国の中間温帯について検討をこころみたいと思
う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞，　-゛
　　　　　　　　　　　　　　　　四国の中．間，温帯
　まず問題となる中間温帯の範囲は，四国地方でぱいちおうブナの下限からアカガシ・ウラジロガ
シの上限までの間とすることかできる.･　これは暖かさの指数か85°以下で，寒さの指数はー（10～
15°）を下らないところであり.垂直的にはほぽ800～900m前後から1100～1200mあたりまでの間
にはいる．もとよりこの高さは位置により地形によ’力地域的比異なり,’ところによっては1000mあ
たりではっきりした冷温帯林の様相を呈することもあり，また反対に暖温帯林の傾向のいちじるし
い場合もある．しかし少くとも中間温帯をこのように考えれば，暖温帯の上限か1000mに達する
ということ（山中1961)は考え直さねばならない／とめ地帯にはモミ林とツガ林か多く，ところに
よりスギ林か見られ（山中1961),クリやシデ類をまじんたコナラ林は二次林であり（山中1960),
クリ群団は気候的極盛相としてはもちろん存在しない．したがってモ･ミやツガを中間温帯の代表樹
種として選ぶことに異論はないか，これらは暖温帯から冷温帯にわたり垂直的にも水平的にも分布
がひろく，単にモミ帯またはモミーツガ帯というと≫ ’旧
ずることもある（山中1961).またこの地帯でツガがヒノキをまじえて土地的極盛相をなすことか
あり（山中1957, 1961, 1962b, 1963),気候的極盛相に対してはモミとツガとではむしろモミを代
表種にえらぶのがよかったと思われる．　　　　　　　　十
　このような理由でおなじモミまたはツガの優占する林でも，その開の推移や識別にしばしば不明
　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Φ　¶　l，瞭なところかあったのは止むを得ないことで，既報の組麻表り11中1961)についても再検討を必要
とするものかおる．もちろん森林とその組成の推移には多くぃの場合連続性を否定しさることはでき
ず，ことに中間温帯のような推移帯においてはそうである．そのため標徴種による群落の把握がし
ばしば困難をともない疑問を生ずることはあるか，何らか々:）かたちでそれぞれ中核要素をつかんで
おく努力は必要である．　　　　　　　　　　　　丿･　　ト
　四国地方の中間温帯では，かように分布のひろい嘸ミ・ツガなこどを優占種として，しかもそこに
暖温帯と冷温帯の要素か混生することになるため，それについて，ここで再検討しておく必要かお
る．まずおもな組成要素を選んであげると次のよう力ものかある．
　　Ａ　スダジイ，コジイ，アラカシ，タブ，カゴノキ，　イズ,ノ,キｆ　モ,チノキ，サカキ，クロバ
　イ，センリョウ，イズセンリョウ，マンリョウ，｀ア.リドウシ，べぶシダ，マルバベニシダ，ホソ
　バカナワラビ，コバノカナワラビ，キジノオ，オオ午ジノオｊ　タカサゴキジノオ
　　Ｂ　アカガシ，ツクバネガシ，ウラジロガシ，ヤブみツケイ，シロダモ，アオガシ，ヤブッバ
　キ，ヒサカキ，ユズリハ，ヤブコウジ　　　　　　　　．
　Ｃ　モミ、
ケクロモジ、
ツガ，スギ，コナラ，クリ
ウスゲクロモジ，イヌツゲ
イヌブナ,･
アオハダ，
イヌシデ,．すカシデ，シキミ，イヌガシ，
ハイノキ,｀･ハイシキミ
Ｄ　コハウチワカエデ，コミネカエデ，ヒメシャラ，コシアブラ，スズタケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)　　　　　　ト
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　　Ｅ　ウラジロモミ，ブナ，ミズナラ，タンナサワフタギ，オオカメノキ
　ＡおよびＢは暖温帯の要素のうち，四国地方でカシをまじえたスダジイ林またはツガ林に出てく
るものである／暖温帯の気候的極盛相にはタブ群団（中野1942)またはスダジイ群団（鈴木1952)
の名があり，タブが水平的には北限の森林をつくるが，むしろ暖温帯の中心ではスダジイ・コジイ
を主とするシイ林の多いのは周知の事実であり（鈴木1962),日本の暖温帯の森林にスダジイ群団
の名を与えるのは妥当であろう．この群団はよくまとまった常緑広葉樹林であり，上にあげた植物
はこのスダジイ群団またはそれに含まれる群集の標徴種である．またこの帯は古くからカシ帯（本
多1912)とよばれるようにカシ類の多いのは事実であるか，アカガシやウラジロガシなど垂直的に
は暖温帯の主領域の上限をこして分布しているものかあり，おなじ例かＢの植物である．したがっ
てＡはきわめて例外的な場合をのぞき暖かさの指数ではほぽ85°まで，Ｂはそれ以下にも生ずるも
のである／そのため今西(1939)が本州中部山岳の太平洋側に認めたように，カシの上限を推移帯
の下限とすることは四国の場合は無理である．
　Ｃは暖温帯から冷温帯にわたって生ずるもののほか，中間温帯に多くツガ群団（鈴木1952)の標
徴種となるものを含んでいる．またＤおよびＥはともに冷温帯のブナ群団（中野1942)またはブナ
ースズタケ群集（鈴木1949)の標徴種であるが，Ｄは暖かさの指数85°以上の地すなわち暖温帯ま
で下降している．
　かくして四国･の中間温帯では上にあげたＢ－ＤおよびＥの一部の植物の混生する森林となること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
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が多いが，この関係を明らかにするため，中間温帯の森林に直捜つ･らなる曖温帯のウラジロ･ガシー
サカキ群集（山中1961の第１表の一部をくみかえて得たもの）とブナースズタケ群集（山中1962 a
の第１表）から，群団および群集標徴種のおもなものをとりあげたのが第１，２表である．
　これでも明らかなように四･国ではスダジイ群団の標徴種を多く含み常緑樹の多いことが特徴で，
ことにアカガシのごとく中間温帯のモミーシキミ群集でかえって優占度の高い場合も見られるもの
かおる．そのため林内にシキミ・ハイノキなどの多いモミーカシまたはツガーカシの混生林は暖温
帯から中間温帯にわたりひろく存在し，ことに暖温帯上部では純粋のカシ林の発達のわるいことは
すでに指摘されている事実である（野本1953.山中1961).したがって四国の中間温帯に関するか
ぎり，ブナの混生は別として，Ｂの植物の優占度の大小はあまり問題にならないが，Ａに属するス
ダジイ’群団の標徴種とくに高木樹種としてはシイとアラ･カシ･が欠けていることと暖温帯にいちじる
しく多いサカキがわずかに例外的に存在する尨合はあるがほとんど見られなくなることに注意すれ
ば，それによってかような針広混生林の判断の指標とすることかできる．この点で九州から予報さ
れたヅガーハイノキ群集（鈴木･決戸・吉＃1958,‘鈴木・真柴1959･）を四一国のツガーカシ.林にあて
て，中間温帯の森林とみなすことは困難な場合か多く，ウラジロガシーサカキ群集の一部とずるか
　（野本1953,山中1961),またはこれと群集を別にするとしてもスダジイ群団に含めて考えねばな
ら,ぬものが多い．なおハイノキは近畿以西に分布し，゛これを伴う林は朋らかに西日木のみに見られ
るが，群団または群集標徴種とすることには研究の｀余地かあり，しいていえば四国ではモミーシキ
ミ群集比おいてもっとも高い優占度を示しているのか注意される．これとほぽおなじ傾向か･シキミ
にも見られ，関東以西で暖温帯上部から中間温帯の森林にぴろく生じ，モミーシキミ群集とよ,びな
がら適合度は低くなっている．同時に東北地方でモミの北限に近いところでは，吉岡(1953)か明
らかにしたようなシキミなどの常緑樹を欠いで，イヌシデ・イヌブナ・クリなどをまじえた林にな
り，組成的にモミーシキミ群集の典型的なものとかなり置ってくることには考慮の要かあろう．
　また中間温帯の森林に冷温帯の要素の多いことも第２表で明らかなとおりで，なかにはヒメシャ
ラ・コミネカエデ・ツタウルシのような従来ブナ林の標似種とみなされているものかかえって中間
温帯で常在度・優占度ともに大きなものかおる．これらの群落適合性についてはヰ1間温帯の森林の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
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　JLiionｙnit'IS ｆｏｒtｕｎｅｉ ｖ. ｒａｄｉｃａｎ＾
Characteristic species of
　r・　　●　　●　　　●●'Ｆｓｕｇｉｏｎ ｓieboldii
　Skimmia J（ゆｏｎｉｃａＶ、intｅｒｍｅｄｉａ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ. ｒｅｐｅｎｓ
　Ｏｓｗia。l£hｕｓ ilicifolii｡ｓ
　Schiｚophｒａｇｍａ　hｙｄｒａ･ｎｇｅｏｉｄｅｓ
　Schiｓａｎｄ？･ａ　ｎｌｇｒａ
t　Incl.、･ａr.、ｐｓｅｕｄｏｍａ.ｃｒｏｐｏｄａ..
????
??
?????????? ???
?
?
??
?
?
??
? ????????????
????
4358
　89
　45
　22
X　　53
n　　46
　-
V　479
團
?????-
　344
-
　296
　344「
　　2
＼n　1728
　-
DC　　53
Ⅶ　　51
???????
IV　564
　-
　-
　-
??????
????
8375
4150
2275
603
342
　82
5064
　77
　8
290
21
標徴種（第３表）のうち，イワガラミやハイシキミとともに検討の余地か残されている．しかしウ
ラジロモミは中間温帯のモミ林に混生することはなく，冷温帯を特徴づける重要な樹種であること
は明らかである．この点，同位種のすみわけを重視して今西(1939, 1949)かモミを推移帯の，ウ
ラジロモミを山地帯の指標としたことは当然である．したがってウラジロモミの下限を山地帯（す
なわち冷温帯）と推移帯（ここでは中間温帯）の境のめじるしとする考えも成立する．しかし冷温
帯でウラジロモミ林よりもブナ林かよく発達する四国地方において，ウラジロモミを欠いでモミや
ツガを伴うブナの林の群落学的なとりあつかいについては‥それぞれの場合に問題か生ずることも
あると思われる．
　中間温帯の上限において，モミまたはツガを欠くブナとアカガシの混生林かしばしば見ら･れる．
このような林は多くの場合局地的にあらわれるもので，従来はブナ林の一部としてとりあつかわれ
ている‘ことか多いが（山中1962a),今までのべてきた理由からむしろ中間温帯の森林の性格かっよ
いといわねばならない．しかしこの傾向は，地理的に南するにしたがって中間温帯が狭められてく
る場合，常緑広葉樹林の上昇にともないとうぜんお.こってくる現象であり，またモミ・ツガを欠く
日本海側でも認められる例である（佐々木1958).
　　　　　　　　　　　　　　　群　集　．の　組　成　と　環　境
　二次林と土地的極盛相を除き，四国’地方の中仙温帯の森林にはツガ群団に属するモミーシキミ群
集（鈴木･.蜂屋1951),ツガーコカンスゲ群集（鈴木1949),お･よびスギーウスゲクロモジ群集（山
中1961)か認められ，現在ではいちおう個国地方において地域的に第31･表にあげた標徴種でまとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）I
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Tab＼ｅ　4. Ｃａｒｉｃｅtｏ-Ｔｓiｔｇｅはｍon Mt. Inamura, Kochi Pref.
Base rock
Altitude (m)
Exposition
Steepness
Characteristic species of association
１ Ｔｓｕｇａ ｓieboldii
祐ご忿公ごｓ
　Ｃ．ｍ・ｒｒｏｉり･ii
Characteristic species of alliance*
に比諮二
t ｐｒａｅｃｏここ
　昌帽ご詰サ)
３包七万こ比Ｔﾌﾑ
。
4' Ｓｋｉｍｍｉａ ｊａ･ｐｏｎｉ。，･. intｅｒｍｅｄｉａ t.ｒｅｐｅｎｓ
　址首笥こ
　Ｅｕｏｎｙｌｉｎｕｓﾐｆｏｒｔｕｎｅｉ ｖ. ｒａｄtｃａｎｓ
Major companions
lｔ邸謡餅訟
,－，
　贈ニゴゴ仏
　七言ｊごＬ。
　Ｈｙｄｒａｎｇｅａ　ｐｅtiola元ｓ（Ｌ）
2 IlLiciｕｍ ｒeli＾ioｓｕｔn
　1/?θ虜ｲぶ麗じ;;ｒｄｋｚｊ討zμ7z
　頁tjに
θ
1;でﾔ;ごt;
θ,Ｔz£z・z f.
　Ｍｅｌｉｏｓｍａ･ｍｙｒｉａｎtha
　宍皆二回ご
　Ｚｅ.ｌｋｏｉｊａＳｉｅ.ｒｒａtａ　　，
　jゴ口器茫茫
３
鴛こ,;ご7ご
芦irpurascen了
琵ゴ簾言首こご一肖
轟ゴ次次詰渋““”・
　忿ご言言勁ｹﾞU
hｔｏａｌｄｉt
　Ｆｏｌｙｓtichi｡in　tｒiptｅｒｏｎ
　北口てんごこ″加５
diｓ,ｓｅｃtii)社
Zμ
・1070
N60W
　30
??
??
?
(十)
　３
　÷･
　十
　2'
　＋
゛2･
　＋
???
(＋)
‘１
寸
丁ノ
　１‘
　１
‘１
　１
　。１
　ケ
(十)／
・　●･
　＋，
　･十　，
* Incl. characteristic species of other associations'.
Crystalline schists
　1090
N50W
　40
?
?
?
?
?? ???? ??
??? ???
????????????????? 『????? ??
??????????
{刊
?????????．???????
? ?
?
???????
１
―?―?? ?????―?????????????
??
?
―?
??
{十}
??? ???????―
??
―?????―????????
?
?
?????
?
?
?
??????―???
????????。、?????????
十
　1210
N40W
　30
????
????? ????????
????????
(十)
???????????????????????
ることかできる＊．　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　モミーシキミ群集　瀬戸内側では香川・徳島の県境に見られ;豊後水道むきの愛媛県の山地，太
゛モミーシキミ群集は高知県不入山，横倉山，工石山，樫山峠。および徳島県雲辺寺山の計26方形区，ツガ
　一コカンスゲ群集は愛媛県面河山，高知県稲叢山，およびj白髪山海計11方形区，スギーウスゲクロモジ群集
　は高知県千本山，雁巻山，および野川山の計20方形区から求めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６卜
　四　国　地　方　の　中　間　温　帯　林　　　（山中）
　　　　　　　　　-一一　　　　-
Table 5.£乱
　(var. of Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ）ｏｎMt. Nokawaj Kochi Pref.
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Base rock
Altitude(m)
Ｅχposition
Steepness
Characteristic species of association
１Ｃｒ:ｙｐtｏｍｅｒｉａｉａｐｏｎｉｃａ
２ Ｎｅｏｉｉtｓｅａａｃｉｃｕlatａ
　£indera serなどαＶ．glahｒａtａ
　･Ｐａｒａｂｅｎｚｏｉｎ　ｐｒａｅｃｏ：＾
'J　Ｃａｌｌｉｃａｒｐａ　ｎｉｏＵｉｓ
　Ｅｉｉｏｎｙmiiｓ ｆｏｒtｕｎｅｉ ｖ. ｒａｄｉｃａｎｓ
Differential species of subassociadon
2μZた聊男7ぶらりθ∫iim
３
CａｎｉｅＵｉａｊａｐｏｎ･ｉｃａ
臨漂忿昌之ぶ臨白
　　Ｃｉｎｎａｍｏｎ‘ｔｕ･|･n japoi1111C １１７）1
4 0ｓ･。ｌａｎ tfniｓ ilicifolii｡｡ざ
Differential species of variant
２
Sｙｉｎｐｌｏｃｏｓ ｍｙはｃｅａ
Ｓｔゆｉｕｍμゆｏｎｉｃ･川枇
Ｃｖｃtobalｔｔｎｏｔiｓiｓ ａｃiilａ
４ Ａｓａｒｕ？？ｌｔ ａｓpeｒ£りｎ，　　　　　　一
一Ｌｙｃｏｐｏｄｉｕin ｓｅｒｒ ａt･1,り)lV. SC･ｒｒａtｉｉｍ
　Ｔｈｅりptｅｒiｓ ｊａｐｏｎｉｃａ
　Ｔｓｏｄｏｎ　ｓhikokianiiｓＶ. 　intｅｒ-ｍｐ.diｕｓ
　Ａｒiｓａｅｍａ ＨＲｒｒａ,til.ｍ
Characteristic species of aliiance*
Ｉ Ｈｅエ‘ｎｉａｃｒｏｐｏｄａ
　Ｌ 　ｃｒｅｎａは
　Schiｓａｎｄｒａ　niｓｒａ（Ｌ）
3 Schiｚophｒ昭ｍａ ｈｙｄｒａｎｇｅｏｉｄｅｓ（Ｌ）
　Ｈｙｄｒａれｇｅａ ｌｉＵｅｏｖｅｎｏｓａ.
４ Ｓｋｉｍｎｌｌｉａ ｊａｐｏｎｉｃａ ｖ， 緬£ｅｒｎｉｅｄｉａ　i，ｒｅｐｅｎｓ
Mciior companions
１言ヨ竺1こ
いEｼﾞﾀﾞﾖﾖ宍叩９″(ｓ)
AI:ebia　tｒifoliala(Ｌ)
Ｓｙｒｎｐｌｏｃｏｓ　ｃｏｒｅａｎａ
註石臼了忙少
沈思クニに詣エゾ゛“
3 Rhｕｓ tｒｉｃｈｏｃａｒかａ
４
Keiｓfeeｕ ｊａｐｏｎtｃｃi
(Ｅ)
* Incl. characteristic species of other associations.
　　　　　　　　　　　　　　　（7）
N75W
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５
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?
?
??
(十)
???????
???????
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(十)
十
{十}
　１
　十(ナ)
??―????
??????????
Shale and sandstone
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　５
???????????
??
?????
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２
＋
＋
１
十
???????
?????????????????
???
?????
????
????
?????
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????????
???????
?
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?
??????
?????
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?―
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　！
　ホ
　十'
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山
留
ｙ
＋
??
??????
　２
(十)
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十
　＋
(十)
??
３
十｝
???
{十}
　１
(十)
　＋(十)
????????????????
十
N20W
　20
５
?????????
　２
(十)
(十)
　十
??．??????
????‐? ???
????
　２
{十}
　十(十)
　十
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十
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平洋に面した高知県の山岳地帯にも残っている．剣･･石鎚両山地の渓谷ぞいの地域ではツガ林に代
っているところか多くて，モミ林は断片的に存在するにすぎない．最も代表的な林が高知県の工石
山（山中1963)と愛媛県の鬼か城山地に見られる．，　’ｊ
　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　¶ｌ　　　　　　　　ｉ４多くはモミとアカガシの混生林でしばしばブナをまじえ，中層木としてはシキミとハイノキ，林
床にはハイシキミが多い．工石山の植生を論じたさいくわレく述べたように，明らかにアカガシ亜
群集（鈴木1961)になる．　　　　　　　　　　　　／
　ツガーコカンスゲ群集　モミーシキミ群集にくらべ七やや高いところにまで見られ，高知県稲叢
山（第４表）や愛媛県面河山（山中1956)でもぞうである･ように,.,ブナースズタケ群集との境は不
明瞭なところか多い．最も広くかつよく保存されている林か石鎚山麓の面河渓谷ぞいに見られる
か，小規映のものは各地にあ,り一般に谷ぞいや北むきの斜面比多い．しばしばウラジロガシを混ず
るかアカガシは稀で，ほかにブナ・イヌブナ・イヌシデ・ヒメシ「ヤラなどの落葉樹かまじることか
あり，林内にもシキミのほかは常緑樹は少い．林床にはコペカンズゲおよびカンスゲか多いか，ハイ
シキミに代ることもある．　　　　　　　　　　　，．く　ズ
　スギーウスゲクロモジ群集　魚梁瀬地方を中心とする高知県東部山地のスギ林で，組成的にはモ
ミーシキミ群集に近い．魚梁瀬では干本山の保談林のよすにウラジロガシ.・ツクバネガシなどを伴
ったウラジロガシ亜群集（山中1961)が本来のすかたであるか，一部人為の加わったところでモミ
の多いモミ亜群集（山中1961)となっている．ともに林内にウスゲクロモジが･いちじるしく，林床
にはハイシキミが多い．北川村野川山国有林の場合（第５表）ﾄほ，ハイノ牛の多いウラジロガシ亜
群集の一部とみなされる．　　　　　　　　　　　　　　’
　環　境　もっとも問題となるのはモミ林とツガ林の関係であるか，これについてはなお明らかで
ない点か多い．モミとツガはともに屋久島を南限として九州・四国を経て，本州七は太平洋側に多
い．水平的にはモミか北方まで見られるか，垂直的に=はむしろツ.ガが高所に達することか多･い．両
者かともに生育する地方ではしばしば混生林が見られるがにモミ林・ツガ林として生育地を異に
し，あるいは優占度に大きな違いのあることも少くない．　　　ト
　モミはツガよりも耐陰性か強いとされている炳　ともに稚揃はよく日かげに耐える．またおなじ
ように酸性腐植をつくる．この両者のもっとも大きな違いは，土地適応性かモミに比しツガがはる
かに大きいことである．モミか深根性で乾燥のいちじるしい尾根筋や急斜地の土壌の浅いところに
は林をつくらないのにたいして，ツガはかような場所にもよく生育して土地的極盛相をつくるが，
この場合には組成的に別の群団になる（山中1961. 1963)..　y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　’･　　　　　　　　　　　　　　　　　・しかしモミが比較的日あたりのよい斜面や合地状のところ/に多い傾向があるのにたいして，ツガ
はむしろ空気中の湿気を好み湿潤な谷筋や北斜面でモミ林に代うて林をつくる場合かよく見られ
る．この傾向はさきにもふれたように組成的にも認められ,．モミーシキミ群集がアカガシを伴い，
林床に陰湿地を好むスゲ類が見られないのと対照的に，ツガ一=7カンスゲ群集ではウラジロガシを
まじえることが多く，コカンスゲ・カンスゲなどか林まで優占する.
　｀このようにモミ林とツガ林との間には，地形的・土墳的な違いと，日照および空中湿度がかなり
支配的に働いていることは疑ない．また冬の天候と雪が関係するととも考えられるが，くわしいこ
とはわからない．モミとツガの混生はモミの生育地べめツガの侵入，いわ･ばツガの土地適応性に帰
してよい場合が多く，このような点からも中間温帯の極盛相林1とおいて，モミよりもツガの占める
面積が大きいことも理解される．
　スギの場合は土地に対してはモミよりも要求がつよく，土壌の深い湿った環境を好み，気候的に
は降水量の多い地域に林が発達する傾向がある，また現在残っている林でも多分に人為のあとがう
かがわれ，天然林としてまとまっているところは四国地方では高知県東部の山地に限られている．
（８）
　　　　　　　　　　　四　国　地　方　の　中　間　温　;浴　林　　（山中）　　　　　　　　　25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　と　　　め
　1。四国地方でブナの下限とアカガシまたはウラジロガシの上限はそれぞれ800～900mと1100～
1200mT狗後で，この街囲を中間温帯とみなすことかでき，暖温帯と冷温帯の要素が混生する．
　２．この中間温帯の気候的極盛相はモミ・ツガまたはスギの優占する森林で，ツガ群団に属す
る．暖温帯上部でもこれらの針葉樹の多い森林がひろく見られるが，シイ・アラカシ・サカキなど
の存在を暖温帯の指標として，組成的に中間温帯の森林と区別することができる．またツガ林は稜
線や露岩地でヒノキをともなって土地的極盛相をなすが，この場合も組成上ツガ群団とは別のもの
である．なおコナラやクリを主とする落葉樹林は，四国地方では二次林としてのみ存在する．
　３．四国地方のツガ群団には３群集か認められる．モミーシキミ群集はスダジイ群団の標微種を
識別種として含むアカガシ亜群集で，比較的日あたりのよい山地の斜面4こ発達する．ツガーコカン
呉ゲ群集はむしろ湿度の高い山腹や谷ぞいのところに多い．スギーウスゲクロモジ群集は魚梁瀬地
方を中心とした四国東南部の山地に見られ，組成的には毛ミーシサミ群集に近い．
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